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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラに複数の外部機器を通信接続可能な撮影機器システムにおいて、
　複数の上記外部機器の内の１つは、被写体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、
　上記カメラに上記外部機器を信号ラインを介して接続するための通信接続部と、
　上記信号ラインを介して接続された複数の外部機器の種類に応じていずれかを指定し、
上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする通信制御部と、
　上記カメラの動きを検出する加速度検出部と、
　を有し、
　上記通信制御部は、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部を
オンにし、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画
像伝送を行い、
　複数の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、上記ＥＶＦ通信部がオンの
場合はオフとし、
　上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記撮影部の利用を判断し、上記ＥＶＦ通信部
のオンとオフを切り換えることを特徴とする撮影機器システム。
【請求項２】
　動きを検出する加速度検出部を有するカメラに通信接続可能な外部機器において、
　被写体画像を観察することが可能なＥＶＦと、
　上記カメラに上記外部機器を信号ラインを介して接続するための通信接続部と、
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　上記カメラによる撮影時に、上記カメラから上記外部機器のいずれかを指定するための
指定信号を受信し、この指定信号に基づいて、上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可
能とする通信制御部と、
　を有し、
　上記通信制御部は、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記カメラとの通信をオンに
し、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画像伝送
を行うと共に、上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部のオン
とオフを切り替えることを特徴とする外部機器。
【請求項３】
　複数の外部機器を通信接続可能なカメラにおいて、
　複数の上記外部機器の内の１つは、被写体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、
　上記カメラに上記外部機器を信号ラインを介して接続するための通信接続部と、
　上記信号ラインを介して接続された複数の外部機器の種類に応じていずれかを指定し、
上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする通信制御部と、
　上記カメラの動きを検出する加速度検出部と、
　を有し、
　上記通信制御部は、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部を
オンにし、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画
像伝送を行い、
　複数の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、上記ＥＶＦ通信部がオンの
場合はオフとし、
　上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記撮影部の利用を判断し、上記ＥＶＦ通信部
のオンとオフを切り替えることを特徴とするカメラ。
【請求項４】
　カメラに複数の外部機器を通信接続可能な撮影機器システムの制御方法において、
　複数の上記外部機器の内の１つは、被写体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、
　上記カメラに上記外部機器を信号ラインを介して接続する接続ステップと、
　上記信号ラインを介して接続された複数の外部機器の種類に応じていずれかを指定し、
上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする通信制御ステップと、
　上記カメラの動きを検出する加速度検出ステップと、
　を有し、
　上記通信制御ステップは、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥＶＦ通
信部をオンにし、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介
して画像伝送を行い、
　複数の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、上記ＥＶＦ通信部がオンの
場合はオフとし、
　上記加速度検出ステップの検出結果に応じて、上記撮影部の利用を判断し、上記ＥＶＦ
通信部のオンとオフを切り替えることを特徴とする撮影機器システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影機器システム、外部機器、カメラ、および撮影機器システムの制御方法
に関し、詳しくは、カメラ等の撮影装置と、これに接続可能な外部機器等の外部機器とを
連携させるための撮影機器システム、外部機器、カメラ、および撮影機器システムの制御
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラ等、撮影機能を有する携帯機器は、種々の機能を内蔵機器や外部
機器（アクセサリ）によって可能としてきている。例えば、撮影方向はカメラ前方のみで
あったが、前方以外の方向の画面と組合せ、マルチ画面での撮影が提案されている。また
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、音声収録においても、単なる一方向のモノラル録音から、指向性を強め、臨場感や画像
表現とマッチングするステレオ録音が提案されている。さらに、被写体画像をカメラ背面
の液晶や有機ＥＬパネル等の表示部で観察する以外にも、接眼部を通して観察可能なＥＶ
Ｆ（Electronic View Finder：電子ビューファインダ）を着脱可能とし、このＥＶＦによ
って視認性を向上させている。
【０００３】
　このように、種々の機能が提案されているが、全ての機能を１台の撮影機器に備えるこ
とは容易ではないことから、外部機器を取り付けることによって、その機能を実行可能と
している。例えば、特許文献１には、連写時には拡張ユニットに内蔵されたメモリにＲＧ
Ｂで非圧縮のまま記録し、連写終了後にＹ／Ｃデータ変換し画像圧縮した画像データをカ
メラのメモリに記録するようにしたデジタルカメラ用外部機器が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－２７１３６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したような個々の外部機器については、種々提案されている。しかし、これらの提
案は、いずれも個々の外部機器を装着した際に、機能を追加するようにしたものであって
、複数の外部機器を取り付け際のそれぞれの外部機器の機能を如何に切り換えるについて
は何ら考慮されていない。
【０００６】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、複数の外部機器を取り付けた
際に、それぞれの外部機器の機能を、装着された複数の外部機器の種類に応じて自動的に
切り換えられるようにした撮影機器システム、外部機器、カメラ、および撮影機器システ
ムの制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため第１の発明に係わる撮影機器システムは、カメラに複数の外部
機器を通信接続可能な撮影機器システムにおいて、複数の上記外部機器の内の１つは、被
写体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、上記カメラに上記外部機器を信号ライン
を介して接続するための通信接続部と、上記信号ラインを介して接続された複数の外部機
器の種類に応じていずれかを指定し、上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする
通信制御部と、上記カメラの動きを検出する加速度検出部と、を有し、上記通信制御部は
、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部をオンにし、上記信号
ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画像伝送を行い、複数
の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、上記ＥＶＦ通信部がオンの場合は
オフとし、上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記撮影部の利用を判断し、上記ＥＶ
Ｆ通信部のオンとオフを切り換える。
【００１０】
　第２の発明に係わる外部機器は、動きを検出する加速度検出部を有するカメラに通信接
続可能な外部機器において、被写体画像を観察することが可能なＥＶＦと、上記カメラに
上記外部機器を信号ラインを介して接続するための通信接続部と、上記カメラによる撮影
時に、上記カメラから上記外部機器のいずれかを指定するための指定信号を受信し、この
指定信号に基づいて、上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする通信制御部と、
を有し、上記通信制御部は、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記カメラとの通信を
オンにし、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画
像伝送を行うと共に、上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部
のオンとオフを切り替える。
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【００１１】
　第３の発明に係わるカメラは、複数の外部機器を通信接続可能なカメラにおいて、複数
の上記外部機器の内の１つは、被写体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、上記カ
メラに上記外部機器を信号ラインを介して接続するための通信接続部と、上記信号ライン
を介して接続された複数の外部機器の種類に応じていずれかを指定し、上記カメラと上記
外部機器の画像伝送を可能とする通信制御部と、上記カメラの動きを検出する加速度検出
部と、を有し、上記通信制御部は、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥ
ＶＦ通信部をオンにし、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ライ
ンを介して画像伝送を行い、複数の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、
上記ＥＶＦ通信部がオンの場合はオフとし、上記加速度検出部の検出結果に応じて、上記
撮影部の利用を判断し、上記ＥＶＦ通信部のオンとオフを切り替える。
　第４の発明に係わる撮影機器システムの制御方法は、カメラに複数の外部機器を通信接
続可能な撮影機器システムの制御方法において、複数の上記外部機器の内の１つは、被写
体画像を観察することが可能なＥＶＦであり、上記カメラに上記外部機器を信号ラインを
介して接続する接続ステップと、上記信号ラインを介して接続された複数の外部機器の種
類に応じていずれかを指定し、上記カメラと上記外部機器の画像伝送を可能とする通信制
御ステップと、上記カメラの動きを検出する加速度検出ステップと、を有し、上記通信制
御ステップは、上記ＥＶＦとカメラとの接続時には、上記ＥＶＦのＥＶＦ通信部をオンに
し、上記信号ラインの内の１つである画像伝送用のデジタル信号ラインを介して画像伝送
を行い、複数の上記外部機器の内の１つの撮影部を利用する際には、上記ＥＶＦ通信部が
オンの場合はオフとし、上記加速度検出ステップの検出結果に応じて、上記撮影部の利用
を判断し、上記ＥＶＦ通信部のオンとオフを切り替える。
 
 
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、複数の外部機器を取り付けた際に、それぞれの外部機器の機能を、装
着された複数の外部機器の種類に応じて自動的に切り換えられるようにした撮影機器シス
テム、外部機器、カメラ、および撮影機器システムの制御方法を提供することができる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１実施形態に係わるカメラの主として電気的構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第１実施形態に係わるカメラの通信ラインの切り換えに関する構成を示
すブロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係わるカメラのシステムの外観図であり、（ａ）は外部
機器をカメラに装着したときの外観斜視図であり、（ｂ）は外部機器を装着したときの側
面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係わるカメラの使用状態を示す図であり、（ａ）は撮影
者がＥＶＦを覗いて被写体像を観察している様子を示し、（ｂ）は撮影者が背面表示部を
観察する様子を示し、（ｃ）は（ｂ）の状態における撮影画像を示す。
【図５】本発明の第１実施形態に係わるカメラのカメラ制御の動作を示すフローチャート
である。
【図６】本発明の第１実施形態に係わるカメラの撮影・表示制御の動作を示すフローチャ
ートである。
【図７】本発明の第１実施形態に係わるカメラにおいて、外部機器として全方位カメラを
装着する他の使用状態を示す図であり、（ａ）はカメラに全方位レンズを装着したときの
外観図であり、（ｂ）は全方位レンズによる撮影画像とカメラ本体による撮像画像の合成
画像を示し、（ｃ）はカメラ本体よる撮影画像を示し、（ｄ）は撮影者がＥＶＦを覗いて
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被写体像を観察している様子を示し、（ｅ）は撮影者が背面表示部を観察する様子を示す
。
【図８】本発明の第２実施形態に係わるカメラの主として電気的構成を示すブロック図で
ある。
【図９】本発明の第２実施形態に係わるカメラの通信ラインの切り換えに関する構成を示
すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面に従って本発明を適用したカメラを有する撮影機器システムを用いて好まし
い実施形態について説明する。撮影機器システムを構成するカメラ１０は、デジタルカメ
ラである。この撮影機器システムは、大略、次のような機能を有する。カメラ１０の撮像
部によって被写体像を画像データに変換し、この変換された画像データに基づいて、被写
体像を本体の背面に配置した表示部にライブビュー表示する。通常の静止画の撮影時には
、撮影者はライブビュー表示を観察することにより、構図やシャッタチャンスを決定する
。また、動画撮影時にはレリーズ釦の操作により撮影を開始し再度の操作により撮影を終
了する。また、このカメラ１０には、ＥＶＦや、自分撮り用のカメラ、全方位カメラ等の
外部機器を、アダプタ５０を介して取り付け可能である。カメラ１０は、これらの外部機
器が装着されると、外部機器とカメラの組合せに適した制御を行う。カメラ１０のレリー
ズがなされると、画像データを記録媒体に記録する。また、記録媒体に記録した撮影画像
は、再生モードを選択すると、表示部に再生表示することができる。
【００１５】
　図１に示すブロック図を用いて、本発明の第１実施形態に係わるカメラ１０とこれに装
着可能な外部機器からなる撮影機器システムの構成について説明する。この撮影機器シス
テムは、カメラ１０、交換レンズ２０、自分撮り撮影ユニット３０、表示用機器４０、ア
ダプタ５０から構成される。
【００１６】
　カメラ１０は、信号処理及び制御部１、撮像部２、記録部４、加速度検知部５、操作判
定部６、音声収録部７、表示部８、時計部９、通信部１２、１４等から構成される。撮像
部２は、シャッタ等の露出制御部、撮像素子、撮像素子の駆動、及び読出回路等を含み、
交換レンズ２０内の撮影レンズ２１によって形成された被写体像を撮像素子によって画像
データに変換し、これを出力する。なお、本明細書においては、画像データは、撮像素子
から出力されるデータに限らず、信号処理及び制御部１によって処理された画像のデータ
、および記録部４に記録されている画像のデータ等についても使用する。
【００１７】
　信号処理及び制御部１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処理装置）および
その周辺のハードウエア回路によって構成され、不図示の記憶部に記憶されているプログ
ラムに従ってカメラ１０の全体のシーケンスを制御する。信号処理及び制御部１は、指定
信号部１ｂを含む。この信号指定部１ｂは、交換レンズ２０、自分撮り撮影ユニット３０
、表示用機器４０の機器のいずれと通信を行うかを指定する。
【００１８】
　記録部４は、カメラ本体に脱着自在な記録媒体、若しくは内蔵の記録媒体から構成され
る。記録部４には、撮像部２から出力され、信号処理及び制御部１によって画像処理され
た静止画や動画の画像データや音声データ、およびこれらのデータに付随するデータが記
録される。
【００１９】
　加速度検知部５は、カメラ本体の内部に配置された複数の加速度センサとそのドライバ
等から構成され、カメラの姿勢やカメラに加えられた振動を検出する。加速度検知部５の
検出結果は、画像処理及び制御部１に出力され、防振動作に用いられると共に、カメラ１
０の状態を判定し、表示用機器４０における表示部４１の表示状態と表示部８における表
示状態の切り換え等に用いられる。
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【００２０】
　操作判定部６は、カメラ１０の外装に配置されたレリーズ釦、電源釦、再生釦、合成画
像の採用釦、メニュー釦等の各種操作部材を有し、この操作部材の操作状態を判定し、こ
の判定結果を信号処理及び制御部１に出力する。音声収録部７は、内蔵マイク、音声処理
回路、スピーカ等を有し、動画撮影時等において、主としてカメラ前方の音声を集音し、
画像データと共に記録するために音声処理を行う。ここで処理された音声データは記録部
４に記録される。また、動画の再生時には、併せて音声データの再生をスピーカによって
行う。
【００２１】
　表示部８は、信号処理及び制御部１に接続されており、本体の背面等に配置された液晶
モニタや有機ＥＬ等のモニタを有し、ライブビュー表示や、撮影時のレックビュー表示や
、記録部４に記録されている記録画像の表示や、メニュー画面等の制御画面を表示する。
時計部９は、計時機能を有し、また日時情報を出力する。撮影時には、この日時情報が画
像データと共に記録部４の記録媒体に記録される。
【００２２】
　通信部１２は、アダプタ５０を介して自分撮り撮影ユニット３０や表示用機器４０等の
外部機器と双方向で通信を行う。通信方式としては、有線通信以外にも無線通信でも赤外
線通信でも勿論かまわないが、本実施形態においては有線通信で行う。また、通信にあた
っては、各外部機器に画像データ等を送受信するが、各外部機器は指定信号部１ｂによっ
て指定された外部機器のみが、画像データ等の信号を有効に受信し、指定されなかった外
部機器は画像データ等の信号を無効にできる。
【００２３】
　通信部１２における信号ラインとしては、指定信号部１ｂによる外部機器指定のための
指定信号ラインの他に、アナログ信号ライン、デジタル信号ライン、制御信号ラインがあ
る。アナログ信号ラインは、後述する自分撮り撮影ユニット３０内のマイク３４によって
集音した音声アナログ信号等をカメラ１０に送信するのに使用する。また、デジタル信号
ラインはＬＶＤＳ等の差動信号（以下、ＬＶＤＳ等と称す）などによる画像伝送や、ファ
イル受け渡し等に用いられる。なお、ＬＶＤＳには、ＨＤＭＩ規格が含まれる。ＬＶＤＳ
等による画像伝送用のデジタル信号ラインは、信号ピンの数も多く、複数の系統を設ける
のは困難であることから、時分割制御で２つの機器の画像伝送を行うようにしている。本
実施形態においては、自分撮り撮影ユニット３０からの画像データと、表示用機器４０へ
の画像データを、同一のＬＶＤＳ等用ラインを時分割で利用している。なお、指定されて
いない機器の映像信号ラインに信号が入力すると、誤動作や破壊が起こるので、指定信号
部１ｂからの指定信号によって誤って指定されていない機器に映像信号が入力されないよ
うにしている。外部機器に対する信号送受信のための構成については、図２を用いて後述
する。
【００２４】
　通信部１４は、交換レンズ２０内の通信部２２と接続端子を介して接続し、交換レンズ
２０との通信を行う。指定信号部１ｂによって、交換レンズ２０と通信を行う場合に、こ
の通信部１４が選択され、交換レンズ２０内の通信部２２を介して通信を行う。
【００２５】
　交換レンズ２０は、撮影レンズ２１、通信部２２から構成され、また図示しない絞り調
節機構、焦点調節機構、焦点距離調節機構を有する。撮影レンズ２１は、被写体光束を集
光し、撮像部２内の撮像素子上に被写体像を結像する。撮影レンズ２１の光軸上には、図
示しない絞り調節機構が配置され、被写体光量の制御を行う。また、撮影レンズ２１は、
ズームレンズ等によって構成され、図示しない焦点調節機構によって自動焦点調節や、図
示しない焦点距離調節機構によって焦点距離の変更を行う。自動焦点調節は、通信部１４
、２２を介して、カメラ１０内の信号処理及び制御部１からの制御信号に基づいて行う。
【００２６】
　通信部２２は、カメラ１０内の通信部１４と通信を行い、交換レンズ２０の最大および
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最小焦点距離や開放絞り値、最小絞り値等の固有の光学特性や、設定されている焦点距離
、焦点位置、絞り値等の設定光学特性値を送信し、またカメラ１０から絞り値信号や自動
焦点制御信号を受信する。通信部２２内には、指定部２３が設けられており、この指定部
２３によって指定された絞りや焦点調節機構、焦点距離調節機構に対して制御を行う。
【００２７】
　自分撮り撮影ユニット３０は、撮影部３１、通信部３２、マイク３４を有する。撮影部
３１は、サブ撮影用のレンズ、撮像素子等、撮影に必要な構成を有している。この撮影部
３１のサブ撮影用のレンズは後方を向いており主として撮影者を撮影する。マイク３４は
、撮影部３１によって撮影者を撮影している間等に、集音し、アナログ音声信号に変換す
る。
【００２８】
　通信部３２は、分岐部５１およびカメラ１０の通信部１２を介してカメラ１０と通信を
行う。通信部３２内には、指定及び作動部３３が設けてある。この指定及び作動部３３は
通信部３２を介して受信した画像データや制御信号の内、自分撮り撮影ユニット３０が指
定された場合に限り、画像データの出力を有効化する。マイク３４から出力されるアナロ
グ音声信号は、前述したように、通信部３２、１２を介して、カメラ１０に送信され、Ａ
Ｄ変換された後、記録部４に記録される。通信部３２等の詳細については、図２を用いて
後述する。
【００２９】
　表示用機器４０は、表示部４１および通信部４２を有する。カメラ１０において被写体
像の観察は液晶パネル等を有する表示部８のみが可能であり、接眼部を覗いて被写体像を
観察することができない。それに対して、表示用機器４０は、ＥＶＦとしての機能を有し
ており、接眼部を覗いて被写体像を観察することが可能である。表示部４１は、被写体像
を表示するために液晶や有機ＥＬ等で構成されたモニタであり、このモニタに表示される
画像は接眼部を通して観察することができる。
【００３０】
　通信部４２は、分岐部５１およびカメラ１０の通信部１２を介してカメラ１０と通信を
行う。通信部４２内には、指定及び作動部４３が設けてある。この指定及び作動部４３は
通信部４２を介して受信した画像データや制御信号の内、表示用機器４０が指定された場
合に限り、画像データの入力を有効化する。この通信部４２を介して、カメラ１０の撮像
部２によって取得した被写体像のデジタル画像データが、ＬＶＤＳ等用ラインを通じて、
表示用機器４０に送信され、表示部４１にて表示される。この通信部４２等の詳細につい
ては、図２を用いて後述する。
【００３１】
　アダプタ５０は、カメラ１０に装着され、このアダプタ５０に自分撮り撮影ユニット３
０や表示用機器４０等の機器を装着することが可能である。アダプタ５０内には、分岐部
５１が設けてある。この分岐部５１は、これらの機器を装着した際に、カメラ１０側の通
信部１２と、自分撮り撮影ユニット３０や表示用機器４０の通信部３２、４２とを接続さ
せる。
【００３２】
　次に、図２を用いて、外部機器に対する信号送受信のための構成について説明する。カ
メラ１０内の通信部１２とアダプタ５０との間には、通信ラインとして、指定信号ライン
６１、映像信号ライン（デジタル信号ライン）６２、制御信号ライン６３が設けられてい
る。この他にアナログ音声を通信するためのアナログラインがあるが、図２では省略して
いる。このうち、指定信号ライン６１は、指定信号部１ｂによって指定された外部機器を
表わす指定信号を出力する。また、映像信号ライン６２には、前述したＬＶＤＳ等による
画像伝送用のデジタル画像データを入出力する。制御信号ライン６３は、各外部機器を動
作させるための信号を出力し、また各外部機器の動作状態等を示す信号を入力する。
【００３３】
　通信部１２からの指定信号ライン６１、映像信号ライン６２、制御信号ライン６３は、
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アダプタ５０内の分岐部５１に接続されている。分岐部５１では、各ラインを単純に２つ
の機器、すなわち、自分撮り撮影ユニット３０と表示用機器４０に分配している。
【００３４】
　自分撮り撮影ユニット３０内の通信部３２には、指定部３３ａと撮像及び処理部３３ｂ
が設けられている。また、指定ライン６１は分岐部５１を介して指定部３３ａに接続され
、映像信号ライン６２は分岐部５１およびスイッチ３３ｃを介して撮像及び処理部３３ｂ
に接続され、制御信号ライン６３は、分岐部５１スイッチ３３ｄを介して撮像及び処理部
３３ｂに接続されている。スイッチ３３ｃおよび３３ｄのスイッチ制御端子は、それぞれ
指定部３３ｂに接続されており、指定部３３ｂからのスイッチ制御信号に応じてオンオフ
する。
【００３５】
　表示用機器４０内の通信部４２には、指定部４３ａとＴＦＴドライバ４３ｂが設けられ
ている。また、指定ライン６１は分岐部５１を介して指定部４３ａに接続され、映像信号
ライン６２は分岐部５１およびスイッチ４３ｃを介してＴＦＴドライバ４３ｂに接続され
、制御信号ライン６３は、分岐部５１スイッチ４３ｄを介してＴＦＴドライバ４３ｂに接
続されている。スイッチ３３ｃおよび３３ｄのスイッチ制御端子は、それぞれ指定部３３
ｂと接続されており、指定部３３ｂからのスイッチ制御信号に応じてスイッチのオンオフ
を行う。ＴＦＴドライバ４３ｂは、表示用機器４０内の表示部４１の表示を制御する。
【００３６】
　このように構成された外部機器に対する信号送受信のための回路の動作について説明す
る。指定信号ライン６１には、カメラ１０の指定信号部１ｂによって指定された外部機器
を示す信号が出力されており、この信号は、指定部３３ａ、４３ａによって入力され、こ
の信号に応じてスイッチ３３ｃ、３３ｄ、４３ｃ、４３ｄがオンオフする。
【００３７】
　前述したように、映像信号ラインでは伝送用のＬＶＤＳ等用ラインを時分割で利用して
おり、指定信号部１ｂによって指定された機器のみが映像信号を入出力可能となっている
。すなわち、指定信号部１ｂによって自分撮り撮影ユニット３０を指定すると、スイッチ
３３ｃ、３３ｄはオンとなり、一方、スイッチ４３ｃ、４３ｄはオフとなる。このため、
撮像及び処理部３３ｂからの映像信号のみが、映像信号ライン６２を介してカメラ１０に
送信される。また、指定信号部１ｂによって表示用機器４０が指定されると、スイッチ４
３ｃ、４３ｄがオンとなり、一方、スイッチ３３ｃ、３３ｄはオフとなる。このため、カ
メラ１０からのライブビュー表示等のための画像信号が、映像ライン６２を介して表示用
機器４０のみに送信される。
【００３８】
　このように、本実施形態における外部機器に対する信号送受信回路では、信号指定部１
ｂによって指定された外部機器に対してのみ、スイッチ３３ｃ、３３ｄ、４３ｃ、４３ｄ
がオンとなり、画像信号や制御信号の送受信を行うことができる。一方、指定されなかっ
た外部機器は、スイッチ３３ｃ、３３ｄ、４３ｃ、４３ｄがオフとなり、画像信号の送受
信を行うことができない。すなわち、本実施形態においては、指定されなかった外部機器
の画像信号ラインを非動作状態にする信号が、指定信号ライン６１を通じて送信されてい
るといえる。
【００３９】
　次に、本実施形態における外部機器に対する信号の送受信を利用し、２つの外部機器で
２系統の画像信号を送受信する例を説明する。図３（ａ）はカメラ１０に各外部機器の装
着関係を示す斜視図であり、図３（ｂ）は装着時の側面図である。図３に示すように、カ
メラ１０のコネクタ部１２ｂにアダプタ５０を装着し、このアダプタ５０の前方にＥＶＦ
としての機能を有する表示用機器４０を装着し、アダプタ５０の後方に自分撮り撮影ユニ
ット３０を装着することができる。
【００４０】
　カメラ１０に各機器を装着すると、各機器の接続端子が接続され、アダプタ５０を介し
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て、自分撮り撮影ユニット３０内の通信部３２、表示用機器４０内の通信部４２は、カメ
ラ１０内の通信部１２と接続される。また、自分撮り撮影ユニット３０の撮影部３１の一
部である撮影レンズ３５とマイク３４は後方を向き、表示用機器４０の表示部４１の一部
である接眼部４４も後方を向く。
【００４１】
　次に、このようなアダプタ５０と外部機器を装着した場合の使い方について、図４を用
いて説明する。図４（ａ）は、表示用機器４０を、アダプタ５０を介してカメラ１０に装
着した様子を示す。この状態では、カメラ１０から撮像部２からの画像データを通信部１
２、アダプタ５０、通信部４２を介してＴＦＴドライバ４３ｂに送信し、ＴＦＴドライバ
４３ｂは表示部４１に被写体像を表示する。すなわち、表示用機器４０はＥＶＦとして機
能するので、撮影者７１は、表示用機器４０の表示部４１に表示される被写体像を、接眼
部を通して観察することができる。ＥＶＦは、カメラ１０の周囲の明るさに影響されず、
撮影画像の色合い等を正確に把握することができる。
【００４２】
　図４（ａ）に示す状態から、撮影者７１がカメラ１０を、図４（ｂ）に示すように離す
と、撮影者７１は表示用機器４０の接眼部４４を覗いて、被写体像を観察することができ
ない。この状態では、表示用機器４０の表示部４１は非作動状態とし、カメラ１０の表示
部８（背面パネル）に撮像部２からの画像データに基づいてライブビュー表示を行う。ま
た、撮影者７１からカメラ１０が離れることから、自分撮り撮影ユニット３０の撮影部３
１を作動させ、このときの撮影者７１自身を撮影する。撮影部３１で撮影された画像デー
タは、通信部３２、アダプタ５０、カメラ１０の通信部１２を介して、信号処理及び制御
部１に送信される。
【００４３】
　信号処理及び制御部１は、撮像部２で取得したカメラ１０の前方の画像データと、撮影
部３１で取得したカメラ１０の後方の画像データに基づいて、合成画像を生成し、表示部
８に表示してもよい。この合成画像としては、例えば、図４（ｃ）に示すように、カメラ
１０の前方画像の隅に、後方画像７３を合成するようにしてもよく、表示部８に表示する
ことにより、合成画像を確認することができる。
【００４４】
　また、自分撮り撮影ユニット３０のマイク３４は、カメラ１０の後方、すなわち撮影者
７１の方向の音声を集音し、この集音に基づくアナログ音声データは、通信部３２、アダ
プタ５０、カメラ１０の通信部１２を介して、信号処理及び制御部１に送信される。信号
処理及び制御部１は、後方画像７３も合わせて記録する際に、マイク３４からの音声も一
緒に記録するようにしてもよい。
【００４５】
　次に、本実施形態における動作を図５および図６に示すフローチャートを用いて説明す
る。このフローチャートは、不図示の記憶部に記憶されているプログラムに従って信号処
理及び制御部１が実行する。
【００４６】
　電源釦が操作され、電源がオンとなり、カメラ制御のフローに入ると、まず、撮影モー
ドか否かの判定を行う（Ｓ１）。このカメラ１０は撮影モードと再生モードを有しており
、このステップでは、再生モードでなければ、撮影モードと判定する。この判定の結果、
撮影モードであった場合には、次に、記録開始か否かの判定を行う（Ｓ２）。このカメラ
１０では、レリーズ釦が操作されると、動画の記録を開始し、再度レリーズ釦が操作され
ると、動画の記録を終了するので、このステップでは、レリーズ釦が操作されたか否かを
判定する。
【００４７】
　ステップＳ２における判定の結果、記録開始でなかった場合には、ステップＳ１に戻る
。一方、記録開始であった場合には、次に、接続有りか否かの判定を行う（Ｓ３）。この
ステップでは、カメラ１０に、自分撮り撮影ユニット３０と表示用機器４０の内の少なく
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とも１つがアダプタ５０を介して接続されているか否かを判定する。この判定は、アダプ
タ５０を介して、自分撮り撮影ユニット３０と表示用機器４０に通信を行い、通信が成立
したか否かによって判定する。なお、通信が成立するか否かによって判定する方法以外に
も、アダプタ５０の接続部に接続検出用の接点を設ける等の方法で検出しても勿論かまわ
ない。
【００４８】
　ステップＳ３における判定の結果、接続が無かった場合には、次に、通常撮影制御を行
う（Ｓ５）。カメラ１０に、自分撮り撮影ユニット３０（サブカメラ）と表示用機器４０
（ＥＶＦ）の両方共装着されておらず、カメラ１０単独であることから、この場合には、
カメラ１０による撮影制御を行う。
【００４９】
　ステップＳ３における判定の結果、接続が有った場合には、次に、サブカメラとＥＶＦ
が接続されているか否かの判定を行う（Ｓ４）。ここでは、自分撮り撮影ユニット３０（
サブカメラ）と表示用機器４０（ＥＶＦ）の両方が接続されているか否かの判定を行う。
【００５０】
　ステップＳ４における判定の結果、サブカメラとＥＶＦの両方の接続が有った場合には
、次に、撮影・表示制御を行う（Ｓ６）。ここでは、自分撮り撮影ユニット３０による撮
影者７１の撮影と、表示用機器４０によるＥＶＦでの表示等の制御を行う。この撮影・表
示制御の詳しい動作については、図６を用いて後述する。
【００５１】
　ステップＳ４における判定の結果、両方が装着されていなかった場合には、次に、サブ
カメラのみか否かの判定を行う（Ｓ７）。ここでは、アダプタ５０を介して自分撮り撮影
ユニット３０が装着されているか否かを、自分撮り撮影ユニット３０との通信に基づいて
判定する。
【００５２】
　ステップＳ７における判定の結果、サブカメラのみが装着されていた場合には、次に、
撮影切換制御を行う（Ｓ８）。この状態は、カメラ１０のアダプタ５０に自分撮り撮影ユ
ニット３０のみが装着されている場合である。カメラ１０が撮影者７１に接近している場
合には、自分撮り撮影が困難であることから、撮像部２による前方の被写体の撮影のみと
する。一方、撮影者７１がカメラ１０から離れると、自分撮り撮影が可能となることから
、撮影部３１による撮影者７１の画像と、撮像部２による前方の被写体の画像を取得し、
両者を合成する撮影に切り換える。
【００５３】
　ステップＳ７における判定の結果、サブカメラが接続されていなかった場合には、ＥＶ
Ｆ（表示用機器４０）のみが装着されている場合であることから、表示制御を行う（Ｓ９
）。このステップでは、表示用機器４０の表示部４１にカメラ１０から画像データを送信
し、ＥＶＦ表示を行う。このとき、カメラ１０の表示部８におけるライブビュー表示は停
止するようにしてもよい。
【００５４】
　表示制御を行うと、次に、通常撮影制御を行う（Ｓ１０）。この状態では、自分撮り撮
影ユニット３０が装着されていないことから、撮像部２によって画像を取得する通常撮影
を実行する。
【００５５】
　ステップＳ５における通常撮影、ステップＳ６における撮影・表示制御、またはステッ
プＳ１０における通常撮影を行うと、次に、記録終了か否かの判定を行う（Ｓ２１）。こ
こでは、レリーズ釦が再度、操作されたか否かを判定する。前述したように、再度、レリ
ーズ釦が操作されると、動画の記録を終了する。
【００５６】
　ステップＳ２１における判定の結果、記録終了でなかった場合には、ステップＳ３に戻
り、動画の記録を続行する。一方、判定の結果、記録終了であった場合には、次に、電源
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オフか否かの判定を行う（Ｓ２２）。この判定の結果、電源オフでなかった場合には、ス
テップＳ１に戻る。一方、判定の結果、電源オフであった場合には、電源オフ処理を行っ
た後、カメラ制御のフローを終了する。
【００５７】
　ステップＳ１における判定の結果、撮影モードでなかった場合には、次に、再生モード
か否かの判定を行う（Ｓ１１）。再生釦を操作すると再生モードに切り換わることから、
このステップでは、再生釦の状態を判定する。この判定の結果、再生でなかった場合には
、ステップＳ１に戻る。
【００５８】
　ステップＳ１１における判定の結果、再生モードであった場合には、次にファイル一覧
を表示する（Ｓ１２）。ここでは、動画の最初の画像等、サムネイル画像を表示する。続
いて、画像及び音声選択がなされたか否かの判定を行う（Ｓ１３）。ここでは、ファイル
一覧に表示された動画の中から、ユーザが画像および音声を選択したか否かを判定する。
【００５９】
　ステップＳ１３における判定の結果、画像及び音声が選択されていた場合には、選択フ
ァイルの連携再生を行う（Ｓ１４）。ここでは、自分撮り撮影ユニット３０によって自分
撮りがなされていた場合には、この自分撮りの画像と、その時、記録した音声と、カメラ
１０の撮像部２で取得した画像と音声収録部７で取得した音声とを連携して再生を行う。
連携再生を行うと、ステップＳ１１に戻り、再生モードを続行する。
【００６０】
　一方、ステップＳ１３における判定の結果、画像及び音声が選択されていなかった場合
には、再生を終了か否かの判定を行う（Ｓ１５）。再生釦が再度、操作されると、再生モ
ードを終了することから、このステップでは、再生釦が再度、操作されたか否かを判定す
る。この判定の結果、終了でなかった場合には、ステップＳ１２に戻り、再生を続行する
。一方、ステップＳ１５における判定の結果、終了であった場合には、前述のステップＳ
２２に進み電源オフか否かの判定を行い、電源オフであった場合には、カメラ制御のフロ
ーを終了する。
【００６１】
　次に、ステップＳ６における撮影・表示制御の詳しい動作について、図６に示すフロー
チャートを用いて説明する。撮影・表示制御のフローに入ると、まず、撮影終了か否かの
判定を行う（Ｓ３１）。ここでは、レリーズ釦が、再度、操作され、動画の撮影を終了す
るか否かの判定を行う。この判定の結果、撮影終了であった場合には、元のフローに戻る
。
【００６２】
　ステップＳ３１における判定の結果、撮影終了でなかった場合には、次に、サブカメラ
の通信部をオフし、メイン画像のみを記録する（Ｓ３２）。撮影・表示制御のフローに入
った時点では、図４（ａ）に示すように、撮影者７１は表示用機器４０の接眼部４４を覗
きＥＶＦで被写体を観察することを想定している。この状態では、自分撮り撮影ユニット
３０によって撮影者７１を撮影することは困難であることから、サブカメラ、すなわち自
分撮り撮影ユニット３０の撮影部３１による撮影を行わず、また自分撮り撮影ユニット３
０の通信部３２をオフする。通信部３２のオフにあたっては、指定信号部１ｂから指定信
号ライン６１を介して通信部３２の指定部３３ａに信号を送信し、スイッチ３３ｃ、３３
ｄをオフとする。また、カメラ１０の撮像部２によって被写体像（メイン画像）を撮影し
、このときの画像データを記録部４に記録する。
【００６３】
　続いて、ＥＶＦ通信部をオンにし、ＥＶＦ表示を開始し、背面パネルをオフにする（Ｓ
３３）。前述したように、撮影者７１は表示用機器４０（ＥＶＦ）の接眼部４４を覗いて
被写体を観察することを想定しており、この状態では、カメラ１０の表示部８（背面パネ
ル）における表示を撮影者７１が観察しないことから、表示をオフするようにしている。
ＥＶＦ通信部をオンとするために、指定信号部１ｂから指定信号ライン６１を介して通信
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部４２の指定部４３ａに信号を送信し、スイッチ４３ｃ、４３ｄをオンとする。これによ
って、カメラ１０の通信部１２から映像信号ライン６２を介して送信される画像データは
、スイッチ４３ｃがオンであることから、ＴＦＴドライバ４３ｂに入力され、表示部４１
の電子ビュー表示が可能となる。また、カメラ１０の表示部８（背面パネル）をオフとし
、カメラ１０でのライブビュー表示を停止する。
【００６４】
　次に、Ｚ方向に加速度があるか否かの判定を行う（Ｓ３４）。ここでは、図４（ａ）に
示した撮影者７１が表示用機器４０の接眼部４４を覗いている状態から、図４（ｂ）に示
すように撮影者７１がカメラ１０を離し、カメラ１０の表示部８におけるライブビュー表
示を観察する状態に変化したか否かを判定する。この判定にあたっては、加速度検出部５
のＺ方向、すなわち、交換レンズ２０の撮影レンズ２１の光軸方向に所定値以上の加速度
があるか否かを判定する。所定値としては、撮影者７１がカメラ１０を離す方向に動かし
たかどうかが判定できるレベルであればよい。
【００６５】
　ステップＳ３４における判定の結果、Ｚ方向に加速度がなければ、ステップＳ３１に戻
り、表示用機器４０によって電子ビューファインダによる被写体像を表示し、カメラ１０
の撮像部２で取得したメイン画像の動画記録を続行する。
【００６６】
　ステップＳ３４における判定の結果、Ｚ方向に加速度が有った場合には、次に、ＥＶＦ
通信部をオフとし、背面パネルをオンにする（Ｓ３５）。ここでは、図４（ｂ）に示すよ
うに、撮影者７１がカメラ１０を離した状態であることから、表示用機器４０における電
子ビューファインダによる表示を停止し、カメラ１０の表示部８（背面パネル）によるラ
イブビュー表示を行う。ＥＶＦ通信部（通信部４２）をオフとするために、指定信号部１
ｂから指定信号ライン６１を介して通信部４２の指定部４３ａに信号を送信し、スイッチ
４３ｃ、４３ｄをオフとする。これによって、カメラ１０の通信部１２から映像信号ライ
ン６２を介して送信される画像データは、スイッチ４３ｃがオフであることから、ＴＦＴ
ドライバ４３ｂに入力されることがなく、電子ビューファインダによる表示は停止される
。また、カメラ１０の表示部８（背面パネル）をオンとし、カメラ１０でのライブビュー
表示を行う。
【００６７】
　次に、サブカメラ通信部をオンにし、サブカメラを起動する（Ｓ３６）。前述したよう
に、撮影者７１がカメラ１０を離した状態であることから、自分撮り撮影ユニット３０（
サブカメラ）の撮影部３１による撮影が可能である。そこで、自分撮り撮影ユニット３０
の通信部３２をオン状態にし、自分撮り撮影ユニット３０の動作を開始させる。サブカメ
ラの通信部をオンにするためには、指定信号部１ｂから指定信号ライン６１を介して通信
部３２の指定部３３ａに指定信号を送信し、スイッチ３３ｃ、３３ｄをオンとする。これ
によって、自分撮り撮影ユニット３０の撮影部３１および撮像及び処理部３３ｂからの画
像データは、スイッチ３３ｃがオンであることから、映像信号ライン６２介して、カメラ
１０の通信部１２に送信される。
【００６８】
　続いて、背面パネルに画像合成し、表示を行う（Ｓ３７）。ステップＳ３６において自
分撮り撮影ユニット３０から画像データが送信されてくることから、信号処理及び制御部
１は、この画像データとカメラ１０の撮像部２で取得した画像データの合成し、例えば、
図４（ｃ）に示すような動画の合成画像を得る。この合成画像の画像データは、表示部８
（背面パネル）に表示する。
【００６９】
　合成画像の表示を行うと、次に、Ｚ方向と逆方向に加速度があるか否かを判定する（Ｓ
３８）。ここでは、図４（ｂ）に示すようなカメラ１０が撮影者７１から離れている状態
から、図４（ａ）に示すように、カメラ１０が撮影者７１に引き寄せられた状態になった
かを判定する。この判定にあたっては、ステップＳ３４において判定したＺ方向と反対の
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方向にカメラ１０が移動したかを、加速度検出部５によって判定する。
【００７０】
　ステップＳ３８における判定の結果、Ｚ方向の逆方向に加速度が有った場合には、ステ
ップＳ３１に戻り、ステップＳ３２以下を実行することによって、カメラ１０が撮影者７
１に引き寄せられ、電子ビューファインダ（ＥＶＦ）による被写体の表示を行う。一方、
判定の結果、Ｚ方向の逆方向に加速度がなかった場合には、次に、採用操作がなされたか
否かの判定を行う（Ｓ３９）。ステップＳ３７において、合成画像が表示部８に表示され
、撮影者７１はこの合成画像を採用したい場合、言い換えると合成画像を記録部４に記録
しておきたい場合には、手動操作部材である採用釦を操作する。そこで、このステップで
は、操作判定部６が採用釦を操作したか否かの判定を行う。
【００７１】
　ステップＳ３９における判定の結果、採用操作がなされなかった場合には、ステップＳ
３５に戻り、表示部８（背面パネル）によるライブビュー表示を続行する。一方、ステッ
プＳ３９における判定の結果、採用操作がなされた場合には、合成画像の動画記録を行う
（Ｓ４０）。ここでは、ステップＳ３７において生成された合成画像を記録部４に動画記
録する。合成画像の記録を行うと、ステップＳ３５に戻り、ライブビュー表示を続行する
。
【００７２】
　このように、カメラ制御や撮影・表示制御のフローにおいては、装着された外部機器の
種類に応じて、それぞれの機能が発揮されるように、カメラと外部機器の連携を行うよう
にしている。すなわち、自分撮り撮影ユニット３０が装着された場合には、カメラ１０と
撮影者７１の距離に応じて、カメラ１０で単独で撮影するか、カメラ１０と自分撮り撮影
ユニット３０と両方で撮影するかを切り換えている。また、表示用機器４０が装着された
場合には、カメラ１０と撮影者７１との距離に応じて、いずれに被写体像を表示させるか
を切り換えている。
【００７３】
　なお、カメラ制御や撮影・表示制御のフローにおいては、音声収録部７やマイク３４に
よる収音と音声記録については記載していなかった。しかし、カメラ１０の撮像部２によ
って画像データを取得する際には、同時に音声収録部７によって音声データを取得し、ま
た、自分撮り撮影ユニット３０の撮影部３１によって画像データを取得する際には、同時
にマイク部３４によってアナログ音声信号を取得するようにすればよい。撮影部３１によ
って画像データを取得する際には、スイッチ３１ｃがオンとなり、画像データを送信する
が、このとき同時にアナログ信号ライン上のスイッチ（不図示）もオンとして、アナログ
音声信号をカメラ１０に送信するようにすればよい。また、マイク３４は、音声収録の必
要がなければ省略してもよい。
【００７４】
　また、カメラ制御や撮影・表示制御のフローにおいては、動画撮影のみについて説明し
たが、動画撮影に加えて静止画撮影を行えるようにしてもよく、また静止画撮影のみでも
よい。動画と静止画の両方を撮影する場合には、それぞれ動画レリーズ釦と静止画レリー
ズ釦を設けてもよい。
【００７５】
　本発明の第１実施形態においては、外部機器として、自分撮り撮影ユニット３０と表示
用機器４０を装着する例について説明した。しかし、外部機器としては、これらの機器に
限られない。第１実施形態の変形例として、図７に、自分撮り撮影ユニット３０の代わり
に全方位カメラ３６を装着した例を示す。
【００７６】
　この全方位カメラ３６は、交換レンズ２０の撮影レンズ２１よりも広い画角を有する広
視野サブカメラであり、例えば、魚眼レンズのように、３６０度の視野を有するものでも
よい。
【００７７】
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　今、外部機器として全方位カメラ３６と表示用機器４０が装着されているとする。撮影
者７１が、図７（ｄ）に示すように、表示用機器４０の接眼部４４を覗くと、このときに
は、本発明の第１実施形態と同様に、表示用機器４０はＥＶＦとして機能し、図７（ｃ）
に示すように、カメラ１０の撮像部２によって取得した画像データを用いて被写体像（メ
イン画像７７）を表示部４１に表示する。
【００７８】
　図７（ｄ）に示す状態から、図７（ｅ）に示すように、撮影者７１がカメラ１０を離す
と、このときも本発明の第１実施形態と同様に、表示用機器４０は表示を停止し、カメラ
１０の表示部８（背面パネル）にライブビュー表示を行う。また全方位カメラ３６は撮影
部によって画像データを取得し、カメラ１０に送信する。このときの合成画像としては、
図７（ｂ）に示すように、カメラ１０の撮像部２によって取得したメイン画像７７の上部
に、全方位カメラ３６によって取得したサブ画像７８を合成するようにしてもよい。
【００７９】
　このように、本発明の第１実施形態の変形例においては、外部機器として全方位カメラ
３６を装着可能としており、カメラ１０の撮像部２によって取得したメイン画像以外に、
全方位カメラ３６によって取得したサブ画像も取得できる。また、全方位カメラ３６と共
に装着される表示用機器４０とは、第１実施形態の場合と同様、連携し、その機能を発揮
することができる。
【００８０】
　以上、説明したように、本発明の第１実施形態およびその変形例においては、カメラ１
０に、複数の外部機器、例えば、自分撮り撮影ユニット３０や全方位カメラ３６と表示用
機器４０が、分岐接続可能なアダプタを介して装着可能であり、複数の外部機器が装着さ
れた場合には、装着された外部機器の組合せに応じて制御を行っている。本実施形態にお
いては、自分撮り撮影ユニット３０（または全方位カメラ３６）と表示用機器４０の両方
が装着された場合には、通常の状態では、自分撮り撮影ユニット３０（または全方位カメ
ラ３６）による撮影を停止し、表示用機器４０を電子ビューファインダ（ＥＶＦ）として
動作させている。ただし、カメラ１０が撮影者７１より離れると、表示用機器４０のＥＶ
Ｆとしての動作を停止し、自分撮り撮影ユニット３０（または全方位カメラ３６）による
撮影を行うようにしている。このように、本実施形態においては、装着されている外部機
器に応じた適切な連携を行っている。このため、複数の外部機器を取り付けた際に、それ
ぞれの外部機器の機能を、装着された複数の外部機器の種類に応じて自動的に切り換える
ことができる。
【００８１】
　次に、本発明の第２実施形態について、図８及び図９を用いて説明する。第１実施形態
においては、指定信号部１ｂからの指定信号は、アダプタ５０をそのまま通過し、自分撮
り撮影ユニット３０内の指定部３３ａおよび表示用機器４０内の指定部４３ａにおいて、
信号の切り換えのための処理を行っていた。これに対して、第２実施形態においては、ア
ダプタ５０内において、信号の切り換えのための処理を行うようにしている。
【００８２】
　本実施形態に係わる撮影機器システムは、第１実施形態と同様であり、図８に示すよう
に、カメラ１０、交換レンズ２０、自分撮り撮影ユニット３０、表示用機器４０、アダプ
タ５０から構成される。カメラ１０および効果レンズ２０の内部の構成も第１実施形態と
同様であるので、同一のブロックには同一の符号を付し、詳しい説明は省略する。
【００８３】
　アダプタ５０内には、制御部５２、通信部５３、スイッチ部５４が設けられている。通
信部５２は、カメラ１０内の通信部１２と通信を行う。また、制御部５２は、通信部５３
を介して、カメラ１０の信号処理及び制御部１および指定信号部１ｂからの制御信号や指
定信号を受信し、これらの信号に基づいて、アダプタ５０内の制御を行う。特に、指定信
号部１ｂからの指定信号に応じて、スイッチ部５４内のスイッチの切り換えを行う。
【００８４】
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　自分撮り撮影ユニット３０内には、撮影部３１と通信部３２を有する。撮影部３１は第
１実施形態と同様、撮影者７１を撮影し、このために撮影レンズ、撮像素子等を有する。
また、第１実施形態における通信部３２は、指定信号部１からの指定信号に応じて、自分
撮り撮影ユニット３０内において、映像信号を入力するか若しくは出力するかを切り換え
ていた。しかし、この切り換え機能はアダプタ５０内において処理しており、本実施形態
における通信部３２は、映像信号や制御信号の切り換え機能を有していない。
【００８５】
　表示用機器４０内には、表示部４１と通信部４２を有する。表示部４１は第１実施形態
と同様、被写体像を表示するために液晶や有機ＥＬ等で構成されたモニタであり、電子ビ
ューファインダとしての機能を果たす。通信部４２は、通信部３２の場合と同様、映像信
号や制御信号の切り換え機能を有していない。
【００８６】
　次に、本実施形態における外部機器に対する信号送受信のための構成について、図９を
用いて説明する。カメラ１０内の通信部１２とアダプタ５０との間には、第１実施形態と
同様、通信ラインとして、指定信号ライン６１、映像信号ライン６２、制御信号ライン６
３が設けられている。
【００８７】
　アダプタ５０内のスイッチ部５４内には、指定部５４ａ、スイッチ５４ｂ～５４ｅが配
置されている。指定部５４ａは、第１実施形態における指定部３３ａ、４３ａと同様の機
能を果たし、指定信号ライン６１を介して指定信号を受けて、スイッチ５４ｂ～５４ｅに
対してオンオフ信号を出力する。スイッチ５４ｂは、映像信号ライン６２上にあり、通信
部３２内の撮像及び処理部３２ｂへの入出力制御を行う。スイッチ５４ｃは、制御信号ラ
イン６３上にあり、通信部３２内の撮像及び処理部３２ｂへの入出力制御を行う。スイッ
チ５４ｄは、映像信号ライン６２上にあり、表示用機器４０の通信部４２内のＴＦＴドラ
イバ４２ｂへの入出力制御を行う。スイッチ５４ｅは、制御信号ライン６３上にあり、通
信部４２内のＴＦＴドライバ４２ｂへの入出力制御を行う。
【００８８】
　自分撮り撮影ユニット３０の通信部３２には、撮像及び処理部３２ｂが設けられている
。この撮像及び処理部３２ｂは、第１実施形態における撮像及び処理部３３ｂと同様の構
成であり、撮影部３１内の撮像素子からの画像信号の処理を行う。また、表示用機器４０
の通信部４２内には、ＴＦＴドライバ４２ｂが設けられている。このＴＦＴドライバ４２
ｂは、第１実施形態におけるＴＦＴドライバ４３ｂと同様の構成であり、表示部４１に表
示するための駆動回路である。
【００８９】
　このように、第２実施形態においては、図９に示すように、外部機器に対する信号送受
信のための回路が構成されている。指定信号ライン６１には、第１実施形態と同様に、カ
メラ１０の指定信号部１ｂによって指定された外部機器を示す信号が出力される。この指
定信号は、指定部５４ａに入力され、この信号に応じてスイッチ５４ｂ～５４ｅがオンオ
フする。
【００９０】
　前述したように、映像信号ラインでは伝送用のＬＶＤＳ等用ラインを時分割で利用して
おり、指定信号部１ｂによって指定された機器のみが映像信号を入出力可能となっている
。すなわち、指定信号部１ｂによって自分撮り撮影ユニット３０を指定すると、スイッチ
５４ｂはオンとなり、一方、スイッチ５４ｄはオフとなる。このため、撮像及び処理部３
２ｂからの映像信号は、映像信号ライン６２を介してカメラ１０に送信される。また、指
定信号部１ｂによって表示用機器４０が指定されると、スイッチ５４ｄがオンとなり、一
方、スイッチ５４ｂはオフとなる。このため、カメラ１０からのライブビュー表示等のた
めの画像信号は、映像ライン６２を介して表示用機器４０に送信される。
【００９１】
　このように、本実施形態における外部機器に対する信号送受信回路では、信号指定部１
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ｂによって指定された外部機器に対してのみ、スイッチ５４ｂ～５４ｅがオンとなり、画
像信号の送受信を行うことができる。一方、指定されなかった外部機器は、スイッチ５４
ｂ～５４ｅがオフとなり、画像信号の送受信を行うことができない。
【００９２】
　上述したように、第２実施形態の構成は、外部機器に対する信号送受信のための構成に
おいて、第１実施形態と異なっている。このため、信号の伝達のためのスイッチ５４ｂ～
５４ｅのオンオフの仕方が異なっている。しかし、この点を除けば、第１実施形態と略同
様の動作を行うので、第２実施形態の詳しい動作については、説明を省略する。
【００９３】
　以上説明したように、本発明の第１及び第２実施形態においては、カメラ１０による撮
影時に、複数の外部機器（３０、３６、４０）を指定し、カメラ１０と外部機器の連携を
可能としている。このため、複数の外部機器を取り付けた際に、それぞれの外部機器の機
能を、装着された複数の外部機器の種類に応じて自動的に切り換えることができ、それぞ
れの機能を有効に利用することができる。
【００９４】
　なお、本発明の各実施形態においては、外部機器としてカメラ１０に接続可能な機器は
２つであったが、これに限らず、３以上であってもよい。この場合、アダプタ５０に３以
上の外部機器を装着可能としてもよいし、またカメラ１０に２以上のアダプタ５０を装着
可能とすることにより、３以上の外部機器を装着可能とすることができる。
【００９５】
　また、本発明の各実施形態においては、音声信号をアナログで送信し、画像信号をデジ
タルで送受信していた。しかし、これに限らず、音声信号および画像信号の両方をデジタ
ルで送受信してもよく、逆にアナログで送受信してもよい。さらに、本発明の各実施形態
においては、加速度検出部５の検出結果に基づいて、カメラ１０が撮影者７１から離れた
ことを検出していた。しかし、これに限らず、カメラ１０や自分撮り撮影ユニット３０の
背面に投受光部を有するアイセンサや近接センサ等を設け、撮影者７１の眼や頬等からの
反射光を受光することによって検知する等、他の方法によっても勿論かまわない。
【００９６】
　さらに、本発明の各実施形態においては、撮影のための機器として、デジタルカメラを
用いて説明したが、カメラとしては、デジタル一眼レフカメラでもコンパクトデジタルカ
メラでもよく、ビデオカメラ、ムービーカメラのような動画用のカメラでもよく、さらに
、携帯電話や携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assist）、ゲーム機器等に内蔵
されるカメラでも構わない。
【００９７】
　本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００９８】
１・・・信号処理及び制御部、１ｂ・・・指定信号部、２・・・撮像部、４・・・記録部
、５・・・加速度検出部、６・・・操作判定部、７・・・音声収録部、８・・・表示部、
９・・・時計部、１０・・・カメラ、１２・・・通信部、１２ｂ・・・コネクタ部、１４
・・・通信部、２０・・・交換レンズ、２１・・・撮影レンズ、２２・・・通信部、２３
・・・指定部、３０・・・自分撮り撮影ユニット、３１・・・撮影部、３２・・・通信部
、３２ｂ・・・撮像及び処理部、３３・・・指定及び作動部、３３ａ・・・指定部、３３
ｂ・・・撮像及び処理部、３３ｃ・・・スイッチ、３３ｄ・・・スイッチ、３４・・・マ
イク、３５・・・撮影レンズ、３６・・・全方位カメラ、４０・・・表示用機器、４１・
・・表示部、４２・・・通信部、４２ｂ・・・ＴＦＴドライバ、４３・・・指定及び作動
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部、４３ａ・・・指定部、４３ｂ・・・ＴＦＴドライバ、４４・・・接眼部、５０・・・
アダプタ、５１・・・分岐部、６１・・・指定信号ライン、６２・・・映像信号ライン、
６３・・・制御信号ライン、７１・・・撮影者、７３・・・前方画像、７５・・・後方画
像、７７・・・メイン画像、７８・・・サブ画像
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